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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名

〒３００－０１１８

茨城県守谷市立沢９５０－１

自己評価作成日 平成２３年１２月１５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先ＵＲＬ

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２４年２月２９日 評価確定日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

 入居者本位であること。
　センター方式を使用しているので5つの視点に立ち、持てる力を発揮し、得意料理を作って頂いた
り、踊りや習字を職員に教えて頂く等、その人らしい生活を継続できるよう支援している。
　又、初詣やお盆の準備等の日本の年中行事を大切にすることで季節を感じながら感性豊かに生活す
ることを大切にしている。

　管理者や職員は利用者本位に対応し、毎日穏やかに過せるよう支援している。
　居宅介護支援事業所と通所介護事業所、短期入所生活介護事業所が併設されており、併設事業所の
医務室に看護職員が常勤しているので職員はいつでも相談ができるほか、週１回協力医療機関の医師
による訪問診療があり、利用者が適切な医療を受けられるよう支援している。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=0872400262&SCD=320&PCD=08

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２３年８月１０日

あっとホームきりん荘

０８７２４００２６２

有限会社　ＳＥＳケアネット

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２４年８月１３日

平成２４年７月３０日

http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=0872400262&SCD=320&PCD=08


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　運営推進会議は併設する在宅介護支援セン
ターの相談室で２ヶ月に１回開催し、家族等が
交代で参加しているほか、市職員や区長、民生
委員、事業所職員が参加している。
　会議では行事や地域交流など事業所の活動報
告をするとともに、委員から消防団との連携に
ついてアドバイスを得るなど、出た意見等を運
営やサービスの質の向上に活かしている。

外　部　評　価

　「あなたの心の声に耳を傾け、想いが叶えら
れる様に努力します」、「あなたが願う安全な
環境作りをします」、「地域交流やふれあいを
増やし、思い出作りのお手伝いをします」など
を理念に掲げ、玄関と台所の目に付く場所に掲
示し、管理者や職員は共有して実践している。

　利用者と職員は地元の地域美化活動に参加し
ているほか、近隣の農家の方に自家菜園で作る
野菜の栽培方法を教えてもらうなど、地域の
人々と交流している。
　市が主催するグリーンカーテンコンクールに
朝顔を育てて参加しているほか、唄や踊り、
ハーモニカやフルート演奏など、市内のボラン
ティアを受け入れ交流を図っている。

1 1

2 2

3

4 3

運営推進会議や市の広報紙等から、行事の
情報を得て積極的に参加し、地域の方と交
流を図っている。又、近隣の住民の方には
毎年、畑を耕していただいたり、野菜の消
毒をしていただき、近隣住民の方が育てた
野菜や果物を頂く等、日常的に交流を図っ
ている。

運営推進会議に参加する市担当者、区長、
民生委員の方々に毎月作成している「お便
り」を通して施設の取り組みや入居者の姿
を伝え、認知症の理解が深まるよう取り組
んでいる。また、ご近所や慰問・ボラン
ティアの方々を招き、認知症を知って頂け
るよう、病気や入居者への関わり方などを
説明しながら対応している。

家族には毎回交代で出席を依頼し、近隣の
区長にも出席して頂いている。議事の内容
をスタッフ全員に報告し、定期ミーティン
グにおいて、サービス向上のための検討事
案や、意見要望について話し合いを行って
いる。

スタッフ全員が参加し、「認知症の理解」
を目的とした学習会を開催し、BS法KJ法を
用いた理念作りを行った。地域に根付いた
GHになるようにという思いを含めた理念に
なっている。定期ミーティング(月1回）で
は、個々の入居者のケアについて理念を確
認しながら実践につなげている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　市担当者が交代で運営推進会議に参加してい
るほか、市役所と事業所が近いので日常的に連
絡を取り合い協力関係を築いている。
　運営推進会議で市担当者から市が主催する研
修会の情報を得ており、職員が受講している。

　法人の年間研修計画があり、職員は身体拘束
排除に関する研修を順次受講し身体拘束の弊害
を理解している。
　身体拘束排除のための取り組みに関する事業
所の指針を作成している。
　現在身体拘束をしなければならない状況は起
きていないが、やむを得ず身体拘束を行う場合
に備え家族等の承諾書類を整備している。
　玄関を施錠しないケアに取り組んでおり、利
用者は併設する事業所に自由に出入りしてい
る。

7

8

5 4

6 5

地域包括支援センターや市主催の研修会等
に介護スタッフが参加している。施設内で
の事故や、苦情等の報告や相談は直接、市
の担当者へ報告することを義務付けてい
る。運営推進会議にも、市の担当者に参加
して頂き連携を図っている。

関連事業所との統一した指針があり、その
指針をもとに拘束しないケアに取り組んで
いる。又、関連事業所開催の研修に参加
し、知識習得に努めている。玄関、ベラン
ダへのドアも安全を確保しつつ、日中は自
由に出入りできる状態になっている。

管理者研修において知識習得に努め、ス
タッフも関連事業所開催の研修において学
びを深め、ホーム一丸となって虐待が見過
ごされることのないように防止に努めてい
る。

関連事業所開催の研修において知識を深
め、対象となる入居者には、相談員、ｹｱﾏ
ﾈｰｼﾞｬｰ、自治体等と相談の上、活用できる
よう支援している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

11 7

12

9

10 6

入所時の契約の際は、口頭と文書で分かり
やすく説明し、不安や疑問な点がないか確
認しながら、行っている。また、入院等
で、退所を余儀なくされた場合は、家族の
立場になって、各々の状態に応じて、選択
肢がある場合には（終末期支援等）それに
ついて説明を行い、十分に話し合い、家族
の理解納得を図っている。

家族の来所時には、近況報告をする中で家
族が話しやすい雰囲気作りに心がけてい
る。また、ケアプランのカンファレンスや
運営推進会議や面会時に意見や要望を尋ね
て運営に反映させている。GH玄関には意見
箱も設置している。

定期面接（2回/年）や定期ミーティング、
親睦会の他、管理者は、随時、スタッフの
意見を聞く機会を作り、現場の大切な意見
として耳を傾け、ケアの質の向上や仕事へ
の意欲の向上につなげている。

定期面接（2回/年）の際、目標に対する達
成度、その経過（努力、実績）について評
価し賃金に反映させていることからも、向
上心を持って仕事に取り組めるよう、目標
管理／人事考課を実施している。

　契約書に事業所と第三者機関の苦情相談受付
窓口を明記している。
　家族等の来訪時に要望を聴いているほか、運
営推進会議に家族等に交替で参加してもらい、
意見を出す機会を設けている。
　家族等に事業所のクリスマス会への参加を呼
びかけ家族交流会を開催しているが、職員を除
いた家族等だけの話し合いの場は設けていな
い。

　家族交流会で職
員が席を外して家
族同士で話し合え
る場を設け、意見
を出せずにいる家
族等の要望を汲み
あげ、運営に活か
すことを期待す
る。

　管理者は申し送りノートに書かれてある職員
の意見等を運営に活かしているほか、ミーティ
ングや年２回面接を行って職員と話し合う機会
を設け、出た意見等を運営に反映させている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

17

15

16

13

14

入所申し込みの面接時から傾聴の姿勢に心
掛けている。家族との信頼関係構築のた
め、担当を中心として窓口を作りながら、
面会時の会話やカンファレンスを開催した
際に、家族の意見や要望をしっかり受け止
め、検討している。

入所相談において相談員や管理者が直接利
用者本人、家族と面接し、場合によって
は、介護保険の申請、ケアマネージャーの
介入や、他のサービスの紹介などを行なっ
ている。

スタッフ個々の能力や段階に応じ、OJT
又、関連事業所内外の研修に参加してい
る。研修報告書は全スタッフに回覧し、定
期ミーティングの際に伝達研修を行ってい
る。

ケアマネージャーからの情報だけに頼るこ
となく、センター方式を活用してシートの
記入や情報収集を家族の協力も得ている。
入居者一人一人に合わせたコミュニケー
ション技法を活用し、本人の声や訴えから
「思い」を理解できるよう努めている。

関連事業所における教育システムにより、
新人、現任教育にOJT,OFF-JTを取り入れて
いる。又、関連事業所、及び市内のGHと合
同で運営推進会議を開催したり、訪問、見
学を行い、交流を図ることで、サービスの
質の向上に努めている。
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実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

　正月には自宅で過ごす利用者もいる。
　遠い実家への訪問を希望する利用者のために職員
が付き添うこともある。
　利用者の要望で馴染みの店へ外食に出かけてい
る。
　化粧品を買いに利用者と職員で洋品店へ出かけ馴
染みの店員と話す機会をつくっている。
　併設する通所介護事業所を利用している友人に会
えるように支援している。

21

22

19

20 8

18

入居者一人一人の能力、得意分野を理解し、、
日常生活、レクリエーション、行事の中で、
各々が力を発揮し、協力し合える機会を多く作
るよう努めている。又、交友関係が深まるよ
う、座席を配慮し、スタッフが共通の話題で会
話が出来る様きっかけを作り、気の合う方が見
つかるよう、支援している。

年賀状や暑中見舞いを出したり、買物や外出の
際、近くに行くことがあった場合は、挨拶に伺
い、行事へのお誘い等声を掛けている。きりん
荘に立ち寄ってくれる家族もあり、相談、支援
に努めている。

初期アセスメントだけでなく、カンファレンス
や面会時に、本人と家族の今までの関係性、家
族の家庭環境、思いを直接聞き、共感する事で
関係性構築に努めている。又、認知症について
の説明や相談を受ける中で共に考えていけるよ
う、アプローチしている。家族交流会や初詣等
の外出行事には、家族の協力を得て一緒に行っ
て頂く機会を多く作り、家族と過ごす時間を設
けている。

人生の先輩として、尊敬する気持ちを忘れず、
一人一人に接しており、表情、言動を確認しな
がら、同じ目線で行動を共にし、共感し、日々
の生活の中で、関係性を築いている。又、昔な
がらの料理（おはぎ、草餅等）、編み物、習
字、踊り等教えてもらう機会を多く作り、得意
な分野で個性、力の発揮ができるよう努めてい
る。

家族の協力を得て、外食や買い物に一緒に
行って頂き、行きつけの寿司屋や馴染みの
店での買い物を楽しんで頂く。また入居者
が昔よく行った店へ外食にお連れし、昔の
思い出話を聞き出し、楽しんで頂く。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　利用者や家族等、医師、管理者、看護職員、
職員の意見や希望を取り入れ、利用者がより良
く過ごせるように６ヶ月毎に介護計画を作成し
ている。
　３ヶ月毎に評価を行なうほか、利用者の心身
の状態に変化が生じた場合には介護計画を見直
している。

　入居時にセンター方式でアセスメントを行
い、利用者の思いや意向の把握に努めている。
　職員は利用者が役割りを担い、やりたいと思
うことはやれるように対応している。
　意思疎通が困難になった場合にはこれまで一
緒に過ごして把握した思いから利用者本位に考
えて支援している。

25

26 10

23 9

24

本人との会話の中で、又、言語的コミュニ
ケーションがとれない場合は、家族の協力
を得て、センター方式を活用し、生活背
景、生活リズムから、希望や意向を把握す
るよう努めている。本人の意思、ペースを
尊重し、入居者本位を第一に検討してい
る。

センター方式を活用した情報収集と本人と
の会話、又、面会時、ケアプランのカン
ファレンス時、家族からのモニタリングを
継続することで把握に努めている。

センター方式を活用し、担当者を決め、入
居者本人の思いを一番の課題とし、全ス
タッフで、三ヶ月評価、六ヶ月評価を行
なっている。家族とのカンファレンスによ
り、意見、要望を汲み取り、ケアプランを
作成している。又、状態変化のあった場合
は、不定期にプランの変更、追加を行い、
現状に即したケアプランの作成に努めてい
る。

センター方式を活用し、情報だけに頼るこ
となく、心身状態、出来ること出来ないこ
とを見極めるよう努めている。過剰な援助
にならないよう、見守りを心がけ、把握し
た現状についてはケア記録や、毎日の申し
送りにより、全スタッフが情報を共有でき
るよう努めている。
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発
揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

　契約時に家族等と話し合い、協力医療機関を
かかりつけ医とすることに承諾を得ている。
　月１回の訪問診療の受診で適切な医療が受け
られるよう支援している。
　食事が進まず入歯が合わないと思われた利用
者の場合には、家族等と相談のうえ訪問歯科診
療を受診し、入歯を調整して食事が摂れるよう
になり体調が改善している。
　協力医療機関以外の受診は家族等が付き添っ
ている。

28

27

入居者の表情や言動、実践結果等から気付
いた事を具体的に記録し、情報収集や共有
に役立てている。ケアプランを手元に置
き、記録することで、日々プランを意識し
た記録となり、評価資料としてカンファレ
ンスの短縮やケアプランの見直し、作成に
も活かされている。

家族の面会時間の制限はせず、宿泊にも応
じている。医療機関への受診や、家族希望
の人間ドックの対応も行なっている。又、
ターミナルケアは過去に5回実施してお
り、本人・家族の要望に応じていけるよう
努めている。家族の依頼を受け、実家のあ
る他県への帰省にも同行支援を行なった。

30 11

31

29

入居者のかかりつけ医を把握し、円滑に受
診でき、かつ、適切な医療が受けられるよ
う、スタッフが直接連絡をとる等、かかり
つけ医との信頼関係構築に努めている。
又、家族が希望する往診を継続できるよう
支援している。

看護師一名を配置している。毎日の申し送
りにも参加しており、日常の健康管理の
他、些細な異常にも早期発見、早期対応が
できている。

週に一度図書館を利用したり、近隣の公園
に花の鑑賞に出掛けたり、託児所との交流
やボランティアや慰問を多く取り入れ、行
事やアクティビティを行なっている。区長
と民生委員には、運営推進会議に出席を依
頼し、意見、情報を得ている。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　消防署の指導のもとで併設する同一法人他事
業所と合同の防災訓練を年２回実施している。
　スプリンクラーを設置している。
　近隣住民の参加を得た避難訓練を実施するま
でには至っていない。
　米や飲料水、カセットコンロを倉庫に備蓄し
ている。

　運営推進会議で
話し合うととも
に、自治会長へ防
災訓練のお知らせ
を回覧するよう依
頼して近隣住民に
参加を呼びかけ、
地域との協力体制
を築くことを期待
する。

　利用者の状況に応じてその都度家族等や医
師、看護職員、職員で話し合いながら対応して
行く方針で、看取り介護の同意書を用意すると
ともに、終末期ケアの対応マニュアルを作成し
ている。
　事業所は看取りの経験があり、管理者と職員
は対応方針を共有して利用者や家族等を支援し
ている。

34

35 13

32

33 12

管理者、スタッフは、消防署による緊急対
応の研修等に参加し、訓練を行なってい
る。定期ミーティングの際、全スタッフに
伝達研修を行ない、繰り返し訓練を行なう
ことで、実践力を身に付けられるよう努め
ている。

デイサービス、ショートステイと合同で、
消防署立会いのもと、夜間を想定した避難
訓練や、消火訓練を年2回行ない、全ス
タッフが避難方法を把握できるよう努めて
いる。地元消防団とも連絡をとり、施設内
を視察してもらっている。食料、飲料水
は、倉庫に常備している。

家族の希望を聞きながら、病院との連携を
図り、できる限り早く退院できるよう、積
極的に働きかけを行なっている。退院前に
は、医師より、治療経過、注意事項等の説
明を看護師、管理者が家族と共に受け、受
け入れ体制を整えている。又、協力病院か
らの担当医の往診によって、情報交換も円
滑に行なえている。

入居時、又、ケアプランのカンファレンス
の際、終末期における希望、意向を汲み取
り、看取り介護の指針の説明をしている。
重度化した場合や、急変の可能性がある場
合は、その都度家族が担当医より説明を受
けられるように連携を図り、充分な話し合
いを行い、全スタッフが方針を共有し、支
援に取り組んでいる。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　職員は利用者を尊重した話しかけをしてい
る。
　法人の新人研修に接遇を学ぶ機会があるほ
か、年間研修計画に組み入れて継続的に利用者
尊重の研修をしている。
　事業所便りへの利用者の写真掲載は事前に書
面で家族等の承諾を得ている。
　契約書や個人情報の書類は鍵のかかる場所に
保管している。

38

39
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新人研修では、接遇や高齢者への対応を学
ぶ機会を設けている。日常的にもOJTで指
導を継続しながら、人格を尊重した言葉遣
いと態度を全スタッフが心掛けている。
又、入職時は、個人情報の取り扱いについ
て、説明を受け、同意書も作成している。

入居者一人一人の表情や言動から、伝えた
いこと、訴えたいことの理解に努めてい
る。スタッフの思い込みで決定するのでは
なく、選択できるもの、（衣類、食べ物
等）は、本人に選択してもらったり、何が
したいのか行動を見守る等、自己決定を促
す働きかけを積極的に行なっている。

月に一度の訪問美容室を利用しており、
シャンプー、カット、パーマ、カラー等本
人や家族の希望通りのおしゃれができてい
る。毎朝の整髪でも、スタッフが髪を結
い、本人の希望通りの馴染みのおしゃれが
継続できている。行事、外出時には、化粧
を促し、おしゃれ心を忘れない支援をして
いる。

起床時間や就寝時間は一人一人の生活リズ
ムに合わせ、朝食は一斉ではなく、本人の
ペースで摂っている。入浴時間も本人の希
望にそって支援している。レクリエーショ
ン、アクティビティにおいても、必ず、全
員が同じ事を行なう訳ではなく、本人が好
むものを各々楽しめるよう支援している。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　職員は排泄チェック表で利用者の排泄パター
ンを把握するとともに、排泄サインをキャッチ
してさりげなくトイレへ誘導している。
　職員は利用者がなるべく長く布パンツでの生
活を続け、トイレで排泄ができるように支援し
ている。

　職員は利用者の日々の生活上の役割の大切さ
を考えており、調理が得意な利用者に教わりな
がら食事の準備をしている。
　食事の盛り付けや配膳、下膳をできる利用者
はしている。
　昼食は併設事業所からの調理済みの食事であ
るが、夕食と朝食は職員と利用者で作ってい
る。
　同じテーブルで利用者と職員は家族のように
食事をしている。
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40 15
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一人一人の好みを把握し、嚥下状態や体調
に合わせ、安全に楽しく食事ができるよう
努めている。得意料理がある入居者には、
みんなに教えてもらう形で、中心となっ
て、一緒に調理している。食事中も各テー
ブルにスタッフを配置し、出来上がった料
理や食材、畑で収穫した野菜の話題等で、
会話を楽しみながら、食事している。後片
付けも各々の力を活かしながら全員で協力
して行なっている。

チェック表を活用し、栄養、水分摂取の状
態を全スタッフが把握できるようにしてい
る。一人一人の好みを把握し、水分不足を
補うために、果物やゼリーを提供してい
る。又、提供のタイミングや食器も一人一
人の習慣や好みに合わせ工夫している。献
立表を作成し、管理栄養士の指導を受けな
がら、栄養面で偏りが出ないよう、支援し
ている。

毎食後、誘導、準備等、個々に必要な支援
をしている。三日に一度は入れ歯洗浄剤を
使用し、殺菌消毒を行なっている。必要に
応じて歯科往診も利用している。

チェック表を活用し、排泄リズムを把握し
個々に合わせた誘導により、紙パンツから
布パンツに替えたり、失禁の減少等の支援
ができている。
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期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　利用者の習慣により夕食前やおやつ前など、
入浴のタイミングを利用者本位に検討して支援
している。
　季節感を感じられるようゆず湯や菖蒲湯を取
り入れているほか、アロマで香を楽しみながら
入浴ができるように工夫している。
　利用者の重度化にともない一般浴が困難な場
合は清拭で対応したり、併設する短期入所生活
介護事業所の機械浴の利用も可能となってい
る。

47

48

45 17

46

44

入浴時間、曜日、回数（最低三日に一度）
等は決まっておらず、今までの生活習慣に
合わせ、入りたい時、いつでも入れるよ
う、一人一人の希望に沿って入浴してい
る。又、アロマオイルの香りやしょうぶ
湯、ゆず湯等、季節を感じながら入浴を楽
しんでもらえるよう支援している。

共同生活のストレスを考慮し状況に応じて、自
室でくつろぐ一人の時間を作っている。食堂と
自室の中間に畳の部屋、ソファ、又ベランダと
中庭にはベンチを設置している。日中の活動性
を高め、安眠できるよう支援している。又、寝
付けない入居者には無理強いせず、温かい飲み
物をすすめたり話し相手になる等の対応をして
おり眠剤は服用させていない。

薬情を個人ファイルに綴じ、全スタッフが
薬の目的、内容、副作用について把握でき
るようにしている。飲み忘れや誤薬を防ぐ
ため、薬チェックシートを活用し、服薬前
後で4回の確認を行なっている。状態変化
がみられた際には、看護師、医師、家族に
伝え早期に対応するよう努めている。

一人一人の生活歴の情報から得意なこと好
きなことを引き出し、クロスワードパズル
や針仕事、編み物、花の手入れや畑仕事等
を張り合いをもって取り組めるよう支援し
ている。調理、食器洗い、洗濯物たたみ
等、自分の役割だと感じ、意欲的に行なう
入居者が多数いる。

毎日の食事の中に繊維質の多い野菜、海
藻、乳製品、プルーン等を積極的に取り入
れている。寒天を使用したおやつ作りも行
なっている。又、午前、午後の１日２回の
体操や施設内外の散歩も日課として実践し
ている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

　オープンキッチンのある食堂と居間には雛人
形が飾られ、心和む季節感のある共用空間に
なっている。
　和室には利用者の作品の掛け軸を飾り、冬に
は炬燵を設置して、利用者がゆっくりと思い思
いに過ごせるよう工夫している。
　広い廊下には天窓があり、排気や採光が調節
できるようになっている。
　壁には利用者の作品や行事の写真が飾られて
いる。

　天気の良い日は利用者と職員で事業所周辺を
散歩している。
　スーパーへの買出しには車で出かけ、利用者
は職員と相談しながら食材を購入している。
　桜や菖蒲などの花見やレストランに外食に出
かけている。
　職員は利用者や家族等の希望にそって、遠い
実家まで付き添っている。

51

52 19

49 18

50

お金は職員管理ではあるが、買物の際、お
つりがくるようなお金を払ってもらい、お
金に触れる機会を多く作っている。個人の
出納帳も作り、家族に領収書を渡した際、
サインをもらい領収書のコピーも保管して
いる。

家族の協力を得て一緒に外食や買い物に出
て頂いている。近くへの散歩等は突然の希
望であっても対応している。普段行けない
ような場所にも希望に沿って桜のお花見、
芋掘り等外出行事を行なっている。家族の
協力も得てお彼岸やお盆の墓参り、法事等
にも参加している。

親戚、知人から届いた宅急便のお礼等電話
を使用するよう積極的に支援している。手
紙、葉書が届いた際は、返事を書くよう支
援している。

近代的な物ではなく、高齢者にとって親し
みが持てる、和風の物を置いている。季節
によってエアコンの温度設定や光に注意を
払い、カーテンの開閉もこまめに行なって
いる。入居者の好む音楽をかけたり、季節
を感じられる草花を飾る等、居心地の良い
空間作りに努めている。又、フロア、居室
にアロマオイルを入れた水をスプレーし、
心地良い香りを提供するよう努めている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　利用者や家族等の希望により、居室には思い
出深い物品や仏壇、位牌、テレビなどを配置し
ているほか、使い慣れたベッドや椅子を持ち込
み居心地よい環境となるよう工夫している。
　家族や孫の写真、思い出の旅行写真を見え易
い場所に飾り、心安らぐ居室になっている。

55

53

54 20

廊下には手すりを付け、自由に安全に歩行
できるようにしている。誤認や錯覚を引き
起こさないよう、壁紙に配慮し、夜は窓に
姿が映らないよう、電気をつける前にカー
テンを閉めている。自室やトイレの場所が
分かりやすいよう表札、貼り紙等で工夫し
ている。

馴染みの物を継続して使うことの大切さを
家族に説明し、協力を得て使い慣れた家具
や家族の写真等、本人が大切にしていた物
を居室に置いている。一人一人の一日の行
動に合わせ、生活しやすく、一人の時間も
落ち着いて、快適に過ごせるよう工夫して
いる。

共有である食堂と和室を障子で仕切り、
違った空間を作っている。又、ソファを置
き、自由に居場所を選択できるようにして
いる。ベランダと中庭にもベンチを置き、
おしゃべりの場所として活用されている。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58

59
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○ 1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

○ 1,大いに増えている

2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　あっとホームきりん荘

作成日　  平成２４年８月１０日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 6

カンファレンスや面会時
などに、意見や要望を伺
うように努めているが、
家族からの意見や要望が
少ない。

意見を出せずにいる
家族等の要望を汲み
あげ、運営に活かす
ことができる。

家族が参加できる交流会・
行事等を企画し、意見・要
望を汲み上げる場を作る。
意見箱の設置。

６ヶ月

2 13
避難訓練に近隣住民の参
加が得られていない。

避難訓練に近隣住民
の参加が得られるよ
う体制を整える。

運営推進会議にて、避難訓練実
施する際にはお知らせする。近
隣住民にチラシの配布する。消
火器訓練・避難訓練近隣住民が
参加できるよう企画し実施す
る。

６ヶ月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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